
豊島区では、現在、新庁舎を含む南池袋市街地の再開発事業が進行中です。新庁舎移転を見据え、コストを抑えながら新たな区民サー
ビスを実現していくためには、その基盤となる情報システムの再構築が不可欠でした。そこで同区では基幹システムのオープン化を決断。
業務システムがマルチベンダーとなっても効率良く連携し、TCOの削減、区民サービスの向上を図るべくシステム共通基盤の活用を基本
方針としました。共通基盤には基幹 IAサーバ「PRIMEQUEST」の新モデルと仮想化ソフトウェア「VMware vSphere4」を組み合わせ、
コストパフォーマンス、信頼性、拡張性に優れた仮想化環境を実現。2011 年 1月の本稼働にむけ、現在、構築中です。

業　　　　種  :  自治体
ハードウェア  :  基幹IAサーバ PRIMEQUEST 1400S、ストレージ ETERNUS DX60
ソフトウェア  :  仮想化ソフトウェア  VMware vSphere／共通情報管理システム MICJET 宛名システム／連携基盤システム IC21デジタルルータV2
　　　　　　　　 統合運用管理システム Systemwalker Centric Manager Enterprise Edition、Systemwalker Operation Manager Enterprise Edition
　　　　　　　　 共通外字管理システム Interstage Charset Manager Standard Edition／共通EUCシステム Interstage Navigator Server Enterprise Edition、
　　　　　　　　 Symfoware Server Standard Edition V10

導入事例概要

課　題 効　果

予算内でシステム共通基盤の各システムを
冗長化したい

将来的な業務拡張にも容易に対応したい

TCO 削減、業務効率化の効果を拡大したい

システム共通基盤の5つのシステムを仮想サーバ上で動かし、2台の
「PRIMEQUEST」とVMware HA（High Availability）による高可用性を実現。
高信頼性はもとよりコストパフォーマンスにも優れた「PRIMEQUEST」の
新モデルの採用により予算内で冗長化が可能に。

仮想化環境ならではの優れた拡張性により、将来的な構成変更や
システム連携の追加にも柔軟な対応が可能に。

VMware vMotionを活用することで、システム共通基盤のサービスを
中断することなくハードウェアのメンテナンスが可能に。
またVMware DRS （Distributed Resource Scheduler）の活用により
業務負荷に合わせたリソースの最適化の実現へ。

豊島区 様
PRIMEQUEST×VMware先行導入事例

背 景
コスト削減と区民サービスの向上を
目的に基幹システムのオープン化へ

　

　

　

経 緯

オープン化のメリットを享受しデメリットを
解消するシステム共通基盤

　

 

　

　

基幹IAサーバ「PRIMEQUEST」と仮想化ソフトウェア「VMware vSphere4」により
オープン化のベースとなるシステム共通基盤に高信頼性と拡張性を実現

豊島区政策経営部情報管理課
情報管理課長
髙橋 邦夫 氏
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概 要

所  在  地：豊島区東池袋1-18-1
代  表  者：豊島区長　高野之夫
職  員  数： 2,124人（平成21年度）
人　　口：265,674人（平成22年7月1日現在）
ホームページ：http://www.city.toshima.lg.jp/

豊島区 

【豊島区様 共通基盤システム概要図】

導入のポイント
基幹 IAサーバ「PRIMEQUEST」と「VMware
 vSphere4」により信頼性の高い仮想化環境を実現

　

　

　

導入のプロセスと今後の展開

仮想化環境の拡張性により今後の
計画の発展にも柔軟に対応可能に

豊島区政策経営部情報管理課
井上 裕美 氏
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